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Abstract ある名演奏家の生涯の素描(1)シャルル・亀谷 乃里バ ル訳バラ 作・解説解説 シャ

ルル・バルバラは一八一七年オルレアンで楽器製造業を営むドイツ生れの父とオ
ルレアン生れの母との 間に生れた。↑)兄は後にピアニスト、オルガニストで、か
つ作曲家となり、三弟はピアノ調律師となる。(三シ ャルルはこうしたいわば音楽
的風土に育った。若くしてパリに出た彼はボードレールと同じルイ・ル・グラン
コンセルヴァトワ ル 中学校で学業を終え、一時はパリ音楽院で勉強したこともあ
った。三自然科学に強い関心をもっていた エコ ル ポリテクニック 彼は理工科学
校に学ぼうと考えていたが、(5)文学を聖域と考え、転じてその道に身を投じた。(
、)アンリこ、丶 ホ エ ム ユルジェールの「放浪芸術家の生活情景」にカロリュス
・バルブミュッシュ〔9『。一⊆。・ロコ碧げ。詈魯ρσ㊤ひ。(ひげ) とσ碧9お(粗
野な)とをかけ、∋⊆魯o(若い娘に声もかけられない恥ずかしがり屋の青年)とで合成
した名前〕という滑稽 な名前で登場するのはシャルル・バルバラ彼自身である。(
ヱしかし当時バルバラはひげもなければ粗野でも四 なかった。彼は孤独で極端に
非社交的で、仲間内でも黙って耳を傾け、ポケットからノートを取り出してはメ
﻿133(2)モを取っていた、とシャンフルリは回想している。〔、) ロマン主義から
自然主義への移行期の芸術家達、シャンフルリ、ミュルジェール、哲学者のジャ
ン・ヴァロン、画家のクールベなど自称レアリスト達の集まったグループ〈ラ・
ボエーム〉にバルバラが受け入れられたのは一八四一年の暮である。(，)彼らはそ
れまでのロマン主義に反旗を翻し新しい道を模索していた。そうし コルセ ル
コルセ ルロ サタンてその活動の中心である小新聞、『海賊』紙『海賊11悪魔』紙
に寄稿し、互いに助け合った。バルバラが、『悪 ラ ル の フ ル ロラ ル カリアテ
デノドの華』の詩人ボードレールや〈芸術のための芸術〉の信奉者で『女像柱』
の詩人バンヴィルと知り合うのもこうした中であった。〔m) 音楽は、〈ラ・ボエ
ーム〉での重要な活動領域であった。優れたヴァイオリン奏者であったバルバラ
は第一ヴァイオリン、シャンフルリはセロ、画家のアレクサンドル・シャンヌが
ヴィオラ、後にリリック座のヴァイ グリセノトオリン奏者となるオリヴィエ・メ
トラが第ニヴァイオリンを受け持ち、この四重奏団は学生や女 工 を前にコンサー
トを催したこともあった。(H)バルバラの音楽活動はシャンフルリの『若き日の回
想と肖像』(E)や「サン・ルイ島の四重奏団」、(B)「シュニゼルの三重奏」(回)等
に詳しく述べられている。絵画的素養はあったものの、音楽の分野ではこれとい
って教育を受けていなかったボードレールが初めて音楽に親しんだのも、親友で
あったバルバラとその周囲に集まった音楽をする人達の中であった。(垣バルバラ
の作品はしばしば、多様な音楽的要素を含み、音楽的情感と感動に浸透されてい
る。(博)ちなみにワーグナーのパリ初演(一八六〇)に際して書かれたシャンフルリ
のワーグナー論はバルバラに献じられている。(7) バルバラの文学の領域でのデビ
ューは一八四四年のπ轜粒邸一だと考えてよい。(侶)この年には一八四六年 コルセ
ルに『海賊」紙に発表することになる贋金造りの物語で探偵小説の先駆をなす「
ロマンゾフ」がすでに書き上げられる。〔円)その後「カーテン」(一八四六)等幾
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に
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当

て
て
慧
眼
な
心
理
観

察

に
基
づ

い
て
内
面
生
活
を
描

い
て
い
る
。
他
に
、

一
八
五
〇
年
代
後
半

に
は
彼
の
真
価
を
体
現
し
た

「
あ
る
名
演
奏
家

の
生
涯

の
素
描
」

(
一
八
五
七

)(嬰
や

「
ウ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
ト
ン
少
佐
」

(
一
八
五
八
)(㌘
が

『
鴛
テ
湯
勾
諍
謝
』
誌

に
発
表
さ
れ
る
。

こ
れ
ら

の
多
く

は
論

理
性
と

科
学
性
を
も
ち
な
が
ら

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ

ッ
ク
な
要
素
が
か
な
り
強

い
。
こ
の
時
代
と
そ
れ
以
後

に
は

『
玩
痘
伽
線

附
一
誌
、(讐

『
㍗

㍗
ゐ
㍗
、評
認
』
誌
、
官
報

の

『綜
.劉

鰐
短
一

紙
の
夕
刊
(初
)等
に
多
く
の
中
短
篇
小
説
を
発
表
す
る
。
こ

れ
ら
諸
作
品
は

一
八
六

〇
年
に
出
版
さ
れ
る

『
稗
伽
.糖
椰
病
際
』
(讐
や
、
他

に
数
冊
の
単
行
本
と
な

っ
て
世
に
出
る
。
(翆

 
彼
は
か
な
り
遅
く

一
八
六

】
年
に
四
十
四
才
で
や

っ
と
結
婚
し
鰰
)二
児
を
も
う
け
る
が
、

一
八
六
五
年
に
パ
リ
を
襲

っ
た

コ
レ

ラ
の
た
め
、
わ
ず
か
数

日
の
問
に
下
の
息
子
と
妻
と
さ
ら
に
は
義
母
を
奪
わ
れ
、
三
歳
半

の
息
子
と
共
に
と
り
残
さ
れ
、
バ
ル
バ

ラ
自
身
も
高
熱
に
倒
れ
デ

ユ
ブ
ワ
市
立
病
院

に
運
ば
れ
る
が
、
病

の
癒
え
か
け
た
と
き
、
未
来

の
暗
澹
た
る
家
庭
を
思

い
描
き
四

階
の
窓
か
ら
身
を
投
げ

て
生
涯
に
終
止
符
を
打

っ
た
。(箏

一
八
六
六
年
、
四
十
九
歳

で
あ

っ
た
。
孤
独
な
生
涯
と
死
亡
時

の
悲
惨

な
諸
事
情

の
た
め
、
そ

の
後
人
々
は
彼
の
名
を
口
に
す
る
こ
と
も
稀

に
な

っ
た
。
当
時

マ
ザ
リ
ン
ヌ
図
書
館

の
館
長
を
し
て
い
た

シ
ャ
ル
ル

・
ア
ス
リ
ノ
ー
や
他
の
友
人
は
彼

の
才
能
を
認
め
忘
却
か
ら
救
お
う
と
し
た
が
力
及
ば
な
か

っ
た
。
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作

品

に

関

し

て

述

べ

よ

う

。

先

に

少

し

ふ

れ

た

が

、

自

称

レ

ア

リ

ス

ト

達

は

漠

然

と

ロ

マ

ン
主

義

、

理

想

主

義

に

反

対

し

て

、

〈
真

実

〉
と

〈
誠

実

〉
を

標

語

に
掲

げ

て

新

し

い
文

学

を

模

索

し

て

い
た

。

多

く

の
人

々

は

客

観

的

観

察

や
客

体

の
真

の

描

写

に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ   ヘ   ヘ                    ヘ   ヘ   へ

専

心

し

た

。

し

か

し

人

間

は

写

真

機

で

は

な

い
。

問

題

に

な

る

の

は

客

観

性

よ

り

は

む

し

ろ

解

釈

の
誠

実

さ

で
あ

る

。

「
誠

実

さ

は

気

質

を

前

提

と

す

る

。

気

質

の
数

が

あ

る

だ

け

誠

実

さ

の
数

も

あ

る

。
」
(翆

と

ク

ロ

ー

ド

・
ピ

シ

ョ

ワ

は

い
う

。

 

「
あ

る

名

演

奏

家

の

生

涯

の

素

描

」

の
作

者

は

、
一
人

の

音

楽

家

の

理

性

が

「失

意

の

下

に
埋

も

れ

て

し
ま

っ
た

エ
ピ

ソ

ー

ド
」(73
)

を

物

語

る

中

で

、

「
魂

の

例

外

的

境

遇

を

叙

述

し

」
、
(讐

鋭

い
観

察

力

と

精

確

な

心

理

分

析

と

に

よ

っ

て

、

然

る

べ

き

結

果

の

よ

っ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ
ン
セ
ルヴ
ァ
ト
ワ
ト
ル

て

来

る

べ
き

原

因

を

精

査

し
、

か

つ

て

の

王

立

音

楽

院

の

優

等

生

が

精

神

の
廃

墟

と

な

る

ま

で

を

、

原

因

と

結

果

の

連

鎖

を

通

し

て
論

理

的

に

解

明

す

る

。

し

か

し

こ

う

し

た

明

晰

な

知

的

頭

脳

の

下

で

は

、

押

し

殺

さ

れ

た

滾

り

立

つ
情

熱

と

、

打

ち

震

え

る

ナ

イ

ー

ブ

な

情

感

と

感

性

と

が

抗

い
難

い
力

で
溢

れ

出

ん

と

し

て

い

る

。

彼

に
あ

っ
て

は

熱

と

才

能

と

は

ま

さ

に

表

裏

一
体

で
あ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ 
ン 
ト
 
ゥ 
  
ル

る

。

こ

れ

ら

は

当

然

の

こ

と

な

が

ら

彼

の
観

察

眼

に
も

影

響

を

及

ぼ

し

て

い
る

一
方

、

物

語

り

作

者

と

し

て

の

バ

ル

バ

ラ

に

活

き

活

き

と

し

た

語

り

口

を

与

え

ず

に

は

お

か

な

い

。

そ

し

て

し

ば

し

ば

、

非

常

に
素

朴

で
鋭

い

、

そ

し

て

ユ
ー

モ

ア

を

含

ん

だ

、

真

実

を

つ

い

た

言

葉

が

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

の
閃

光

を

放

っ
て
我

々

に

共

感

を

抱

か

せ

る

の

で
あ

る

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロ
マ
ン
 
ア
 
ク
レ

 

一
方

、

こ

の
作

品

は

当

時

の

自

称

レ

ア

リ

ス

ト

の
多

く

に

共

通

の
特

徴

で

あ

る

モ

デ

ル

小

説

で

も

あ

る

。

教

育

熱

心

で
激

し

い

一
徹

な

性

格

の
楽

器

製

造

人

の

父

フ

ェ
レ
と

、

偉

大

な

音

楽

家

に

要

求

さ

れ

る

強

い
意

志

も

エ
ネ

ル

ギ

ー

も

欠

き

、

人

の

い
う

ま

ま

に

ヴ

ァ
イ

オ

リ

ニ

ス

ト

の
道

を

進

む

虚

弱

な

息

子

の

フ

ェ

レ

(
こ

れ

は

語

り

手

の
言

で

あ

る

)
、

こ

の

親

子

は

あ

る

程

度

バ

ル

バ

ラ

父

子

が

モ

デ

ル

に

な

っ
て

い
る

。

こ

れ

に

つ

い

て
は

作

品

翻

訳

の
後

に

逐

一
註

記

す

る

の

で

そ

れ

を

参

照

し

て
頂

き

た

い
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ル
ゥ
ユ
の
フ
ラ
ン
セ
 
ズ

 

「
あ

る
名

演

奏

家

の
生

涯

の

素

描

」

は

最

初

、

一
八

五

七

年

九

月

二

十

日

と

十

月

一
日

に

『
フ

ラ

ン

ス

評

論

』

に
掲

載

さ

れ

た

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メ
ヒ
プ
テ
ィ
ノ
ト
コ
メ
ゾ
ン

後

、

一
八

六

〇
年

に

ア

シ

ェ
ッ
ト

社

か

ら

出

版

さ

れ

た

短

篇

集

『
私

の

精

神

病

院

』

に
収

め

ら

れ

る

。

自

ら

の
中

に
狂

気

の

種

を

宿

し

て

い

る

の

で

は

な

い

か
と

心

配

し

て

い

た

バ

ル

バ

ラ

は

当

時

名

を

は

せ

た

精

神

科

医

バ

イ

ヤ

ル

ジ

ェ
(磐
の
講

義

を

聴

い

て

感



銘

を

受

け

、

こ

の
奇

才

、

奇

人

の

コ
レ

ク

シ

ョ

ン

の

短

篇

集

を

彼

に
献

じ

た

。

尾

に

掲

げ

、
(04
)次

に

同

じ

一
八

六

〇

年

版

の

作

品

を

翻

訳

す

る

こ

と

と

す

る

。

参
考

の
た
め
こ
の
献
辞
の
翻
訳
を
解
説
の
註

の
末

解
説
の
註

頻

出

参

照

資

料

累
〉
ζ
団
く
冫

Z
。
「
尸

寒

き

ミ

Q
ミ

ミ
魯

◎
ミ

ミ
”
O
ぎ

こ
題

馳
ミ

守
ミ

亀

丶
艶

ト

丶
叱
薮

噂
貯

「尹

竃

貯
煢

瓢
」

O
。。
ひ
に

は

略

記

号

映
6
b。
を

用

い
る

。

130(5)あ る名 演奏 家 の 生 涯の 素 描(1)

12345

内
6
馳
'
ロ
℃
・ひ
ー
メ

コ
〇
一
〇
い
唄
>

0
8

自
o

コ
9。
冨
。。
9
コ
o
o
α
o

ピ
o
⊆
冨
-
0

7
簿
『
一
〇
。。
ロロ
〉
力
切
〉

刃
〉

甲
>

0
8

自
o
ヨ

9
『
冨

oq
¢
O
o

r
o
⊆
一㍗

∩
7
鶏

一〇
。。

ロロ
〉

閃
ロロ
〉
戸
〉

馴
>
2

0
二
〇

α
σ
o
①
。。
α
o

]≦

p
ユ
?

〉
三

〇
ヨ

〇
一
8

>

一σq
o
「
 

(
<
・
弐
6
馳
の
唱
℃
b

轟
刈
b

轟
o◎
b

い
ω

〇
一
P
い
轟
)

●

ロロ
〉
肉
口口
〉

閑
〉

(
℃
一
〇
『
『
O
l
=
0
昌
『
一)

は

当

時

ド

イ

ツ

で

著

名

だ

っ

た

ピ

ア

ニ

ト

、

ア

ロ

イ

ス

・
シ

ユ

ミ

ッ

ト

に

師

事

し

、

若

く

し

て

才

能

を

発

揮

し

た

。

作

曲

し

た

作

品

と

し

て

は

、

「
オ

ン

デ

ィ

ー

ヌ

」

「
華

麗

な

る

ワ

ル

ツ

」

「
イ

ド

ゥ

ナ

」

な

ど

。

<
.
「
団
閃
国
目
Ψ

盟

。
轟

「
α
鮎

、ミ

ミ

鳶

ミ
題

鷺

ミ

・
ミ

墾

…

：
ミ

轟

ミ

、
ミ

心
ミ

§

b

母

ミ

討

ミ
偽
ミ

譜

ミ

9

ミ

ミ

魯

ロコ
。
こ

$

隻

も

◎
轟
一
・

 

>
0
8

皀
o

α
①
9

。。
色
o
O

げ
p
ユ
o
。。
-
』
ε。
o
⊇
=
o
り。
ロロ
〉

カ
qロ
〉

閃
〉

 
(
<
・
丙

6
bQ
曽
℃
・N
い
ω
)

'

 

一
八

三

六

年

一
月

九

日

に

対

位

法

の

ク

ラ

ス

に

入

る

。

こ

の

ク

ラ

ス

は

有

名

な

作

曲

家

=
巴

α
羨

の

ク

ラ

ス

へ

の

準

備

ク

ラ

ス

で

あ

っ

た

。

ま

た

十

一
月

二

十

五

日

に

は

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

の

ク

ラ

ス

志

望

者

リ

ス

ト

に

登

録

さ

れ

て

い

る

。

Ω

器

Q・
。
∋

〇
三

ユ
霧

団
一
σ
〈
o
q。
・
一
〇Q
ω
ひ
(
〉
『
〇
三

<
o
。・
5
9
二
〇
富
巴
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一
〇
〇
8

>
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刈
◎Q
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9

号
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〇
p
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×
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σ
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9
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ω
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一
〇Q
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一
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で
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一
)

(
〉
『
〇
三

<
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昌
9
二
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コ
巴
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9

0
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ω
口
P
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い
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Qり
O
=
>

Z
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団
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〉

一
〇
×
9
3
(写
ρ

吻
◎
ミ
く
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勧

駄
僑

防
6
ご
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窺
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9

で
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∩
，
母

℃
0
5
↓
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「
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O
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私

は

精
神

病

に

つ

い
て
の
あ

な

た

の
講

義

に
出
席

し

て
感

動

的
な

喜

び
を

経

験

し
ま

し
た

。

あ

る
強

い
魅

力
が

注

意
を

釘

付

け

に
す

る

の
で
す

。

そ

こ
か

ら

は
閃

光

が

ほ
と

ば

し
り

、

そ

れ
は

と

き

に
燦

然

た

る

輝
き

を

放

っ
て
残
酷

に
な

り
ま

す

。
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あ

な
た

の
言
葉

に
魅

了

さ

れ
な

が

ら
、
隣

人

の

こ
と

が

ひ
ど

く
心

配

に
な
り

、
自

ら

に

つ

い
て
は

恐
怖

で

…
杯

に
な
り

ま
す

。

あ

な

た

の
お
話

を

拝
聴

し

た
後

、

幻
覚

の
蜃
気

楼

か

ら
免

れ

つ
づ

け
て

い
ら
れ

る
と

公

言
す

る
勇
気

の
あ

る
人

が

い
る

で

し

ょ
う

か
。

セ
ネ

カ

(↓
は
書

き

ま

し
た

。
「
ど

ん
な

優
れ

た
精

神
も

ど

こ

か
で
た

わ

む
も

の
で
あ

る

」
と

。
さ

ら

に
徹

底
し

て
、

あ

な
た

は

、
誰

の
運
命

に

も
狂

気

の
種

子

が
播

か

れ

て

い
な

い
こ

と
は
稀

だ

と

い
う

こ

と
を

明

確

に
教

え

ら
れ

ま
し

た

。
私

は

あ
な

た

の
お

っ
し

ゃ
る

こ
と

を

信

じ
ざ

る
を

得

ま

せ
ん
。

男

性

の
狂

人
が

す

べ

て
ビ

セ

ー
ト

ル
施

療

院

に
入

院
し

て

い
る

わ

け

で
も

な
け

れ

ば

、
狂

女
す

べ

て
が
サ

ル

ペ
ト

リ

エ
ー

ル
施
療

院

に

入
院

し

て

い
る

わ
け

で
も

あ

り

ま

せ

ん
。
広

大

な
地

球

の
表

面

で
は

、
幽

閉
さ

れ

て

い
る
狂

人

達

が
最
も

病

ん

で

い
る

の
で
も

な

く

、
最

も

興
味

の
な

い
存
在

だ
と

い
う

わ

け

で

も

な

い
と

主
張

し

て
も

あ

な

が
ち

逆
説

的

で
は

な

い
よ

う
に

さ
え

思
わ

れ

ま
す

。

 

で
す

か

ら
、

こ

の
書

を

あ

な
た

に

捧
げ

る

こ
と

が
途

方
も

な

い
誤
り
だ

と

い
う

わ

け

で
は

あ

り
ま

す

ま

い
。

以

下

の

い
く

つ
か

の
素

描
が

浮
き

彫

り

に

し
よ

う
と

し

て

い
る
人
物

達
は

、
多

か
れ
少

な

か

れ
も

っ
と
も

な

理
由

か

ら
、

あ

な
た

の
洞
察

力

と

学

識

と
が

行

使

さ

れ

る
あ

の
不
思

議

な

バ

ベ
ル

の
塔

の
中

に
小

部

屋
を

頂

く

名

誉

を

内

心

熱

望
す

る
権

利

が
あ

り

ま

す

。

で
す

か
ら

、

こ

の
人

物
達

を

あ

な
た

の
好
意

の
庇

護

の
も

と

に
置
く

夢

を
捨

て
た

り
、

そ
う

し
た
誘

惑

に
逆

ら

っ
た
り

ど

う

し

て
致

し

ま

し

ょ
う

。

 

ど
う

か

こ

の
献

辞
を

お
受

け

下
さ

い
。

こ

れ

は

い
う

ま

で
も

な

く
、
私

の
最
も

率

直

な
賞

讃

と

最
も

深

い
共

感

の
証

な

の

で
す
。

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

シ

ャ
ル

ル

・
バ

ル
バ

ラ

 

パ
リ

、

一
八

六

〇
年

六
月

原

註

ー
 

セ
ネ

カ

「
魂

の
平
静

」
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翻
訳

あ

る
名
演

奏
家

の
生
涯

の
素
描

部

お
お

、
崇

高

な

歌

よ
!

…
実

に
不
思

議

で
は

な

い
か

こ

の
羊

の
腸

が

魂
を

人

体

の
外

へ
運

び
去

る
と

は

…

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア
↑
)

 

通

り

か

ら

通

り

へ
と

、

一
人

の
老

人

が

影

の

よ

う

に

家

並

み

に

沿

っ

て

静

か

に

歩

い

て

い

く

。

高

い
身

の

丈

が

描

く

曲

線

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

う
な
じ

の

た

め

、

彼

は

廃

墟

の
真

ん

中

に

立

つ

ア

ー

チ

の
残

骸

を

感

じ

さ

せ

る

。

灰

色

の

大

き

な

巻

毛

が

頸

の

上

に

垂

れ

か

か

り

、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

う
ね
 
 
う
が
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
や

深

く

刻

ま

れ

た

ア

ラ

ベ

ス

ク

模

様

の

し

わ

は

額

に

畦

を

穿

っ
て

い

る

。

蒼

白

い

顔

は

一
面

穴

と

角

だ

ら

け

で

、

靄

が

眼

窩

を

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ
う
べ

満

た

し

、

大

き

な

鼻

の
隆

起

は

、

絶

え

ず

痴

呆

の

薄

笑

い

が

漂

う

唇

に

陰

を

落

と

し

て

い

る

。

頭

を

垂

れ

、

四

肢

は

重

く

、

し

か

と

は

わ

か

ら

な

い

が

何

か

を

ぼ

ん

や

り

考

え

な

が

ら

、

彼

は

歩

む

の

で

は

な

く

、

足

を

引

き

摺

っ

て

い

る

。

痩

せ

こ

け

た

身

体

に

も

た

っ
ぷ

り

し

て

い
る

と

は

い

い
難

い

、

見

る

も

哀

れ

な

不

調

和

色

の
衣

服

の

下

に

は

、

生

活

の

糧

を

得

る

道

具

の

ヴ

ァ
イ

オ

リ

ン

と

弓

と

を

ど

う

に

か

隠

し

て

い

る

。

影

の

影

、

一
人

の

女

が

距

離

を

お

い

て
後

か

ら

つ

い

て

く

る

。

か

ば



124(ll)あ る名演 奏家 の 生 涯 の素 描(1)

か
り
の
逆
境
が
孤
独

で
あ

る
こ
と

は
稀

で
あ
る
。
彼
と
同
じ
よ
う

に
頭
を
垂

れ
、
同
じ
よ
う

に
陰
鬱
な
悲
し
さ
を
湛
え
、
ま

た
同
じ
よ
う

に
哀
れ

な
身
な
り

の
彼
女

は
、
隣
れ
み
と
優
し
さ
に
燃
え
る
眼
で
じ

っ
と
彼
を
見
守

っ
て
い
る
。
我

々
が
、
心

を
揺
す
る
そ
の
悲
痛

さ
か

ら
逃
れ
た

い
と
思

っ
て
も
詮
な

い
。
名
づ
け
が
た

い
貧
窮

の
重
み
に
身
を

二

つ
に
折
り
曲
げ

、
界

隈
か
ら
界
隈

へ
、

四
辻
か

ら
四
辻

へ
と

絶
え

ず
さ
ま

よ
う

こ
と

に
な

っ
て
し
ま

っ
た

こ
の
哀
れ
な
男

は
、
か

つ
て
は
王
立

コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ワ
 
ル

音

楽

院

で

ロ
ド

ル
フ

・
ク
ロ
イ

ツ
ァ
L
2
)の
輝

や
か

し
い
弟
子

の

一
人

で
あ

っ
た

の
に
、
今
で
は
実
際
何
と

い
う
面
影

を
残

し
て
い
る
こ
と

か
。

 
彼

の
理
性
が
失
意

の
下
に
埋
も

れ
て
し
ま

っ
た

エ
ピ

ソ
ー
ド
を
理
解
す

る
に
は
、
そ

の
出
生
と
生
立
ち

に
関
す
る

い
く

つ

か

の
詳
細

が
き
わ
め

て
重
要

で
あ

る
。

父
親

の
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ

・
フ

ェ
レ
は
地
方

で
細

々
と
生
計
を
立

て
て
い
た
。

そ
れ
は

腕

の
良

い
楽
器
製
造

人
で
あ

っ
た
が
、
音
楽
芸
術
、
あ
る

い
は
む
し

ろ
そ

れ
以
上

に
、
芸

術
家

に
対
す
る
彼

の
心
酔

ぶ
り
は

狂
信
的
性
格
を
帯
び

て
い
た
。
(三

あ
る
出
来
事
は
そ

の
狂
信

ぶ
り
を
示
す

も

の
で
あ
る
。
彼
は
楽
器
、
道
具
、
子
供

、
妻
を

や

っ
と
容
れ
る
こ
と

が
で
き

る
か
ど
う
か
と

い
っ
た
大
き
さ
の
家

の
中
に
、
無
理
を
し

て
優
雅
な

一
室
を
し

つ
ら
え

て

い
た
。

そ
し
て
こ
の
室
は
め

っ
た

に
空
く

こ
と
が
な
か

っ
た
。
次

々
に
そ

の
室
に
滞
在
し
た
著
名
な
音
楽
家
皆

の
い
う
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
そ

れ
は
大
き

な
驚
き

で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
専
ら
大
切
な
の
は
、
熱
狂

と
虚
栄
心
と
が
、
物
質
的
利
益
に
対
す

る
あ
ら

ゆ
る
強

い
関
心
を
窒
息
さ
せ

て
い
る
、

一
人

の
律
儀
な
男

の
性
格
を
描
き

出
す
こ
と

で
あ
る
。

い
く
ら
先
行
き

の
危
険

が
あ

ろ
う
と
、

い
か
な
る

予
測
も
彼

の
欲
得
を
離
れ
た
性
格
を
治
す

こ
と
は
で
き

な
か

っ
た
。
家

に
芸
術
家
を
招
く
名
誉
を
諦

め

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

ま
み

る
く
ら

い
な
ら
、
そ

し
て
食
卓
で
彼
ら
に
見
え
、
お
し

ゃ
べ
り
を
し
、
彼

ら
の
話
を
聞
き

、
と
き
お
り
彼
ら
か
ら
息

子
が
レ

ッ
ス
ン
を
受
け
る
喜

び
を
諦
め
る
く
ら

い
な
ら
、
そ

の
前

に
前
後

の
見
境
な
く
何
度

で
も
破
産
し
て

い
た

こ
と
だ

ろ
う
。

 
見
栄
な
ど
は
彼

の
欠
点

の
最
も

些
細

な
も

の
で
し
か
な
か

っ
た
。
彼
は
感
情
的

で
、
激

し
く
、
執
念
深
く
、
芸
術
家
を
相

手

に
し

て
い
る
と
き
以
外
は

矛
盾

に
耐
え
ら
れ
な

い

一
徹
な
性
分
で
、
と
り
わ
け
、
抑
制

の
き
か
な

い
暴
言
を

吐

い
て
は
、
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ぞ
ん
ざ

い
な
態
度
と

断
定
的
な
口
調
と
辛
辣
さ
と

で
、
絶
え
ず
積

み
重
な
る
反
感
を
買

っ
て

い
た
。
夕
暮
れ
に
な

る
と
彼

の

 
 
 
 
 
 
レ き

一
日
の
勝
利

の
刻

が
到
来
す
る
、
す

る
と
彼
は
薄
暗

い
店

の
奥

に
腰
を
落
ち
着
け
、
妻
と
子
供

は
と
も
か
く
、
そ
れ
以
外

に

も
、
口
を
ぽ
か
ん
と

開
け

て
彼

の
話
を
聞
く

二
、
三
人

の
聴
き
手
を
前
に
す

る
の
だ

っ
た
。
彼

は
音
楽
を

口
か
ら
出
ま
か
せ

に
論
じ
た
り
、
知
り

合

い
の
有
名
人
に

つ
い
て
、
彼
流
に
脚
色

し
た
り
架
空

の
色
合
を

つ
け
た
逸
話
を
物
語
る
だ
け

で
は
満

足
せ
ず

、
自
分

の
客

達
を
点
検
し
、
あ

る
客
達

に
は
皮
肉

の
銃
弾
を
連
発
し
て
穴
だ
ら
け
に
し
、
他

の
客
達
に
関
し
て
は

こ

の
上
な
く
侮
辱
的

に
自
分

の
考
え
を
述

べ
た
。
し
か
も
遠
慮
会
釈
な
く
、
自
ら

の
無
遠
慮

が
人

に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
な
ど

全
く
気

に
も
か
け
て

い
な

い
様

子
だ

っ
た
。
客
が
彼

の
世
話

に
な
る

の
で
あ
り
、
客

の
世
話

に
な
る

の
は
彼

で
は
な

い
か

の

よ
う
だ

っ
た
。
彼
は

自
分

の
意

見
に
異
議
を
唱
え
る
人

の
楽

器
は
、

い
く
ら
お
金
を
貰

っ
て
も
修
繕
す
る
こ
と
を
承
知
し
な

か

っ
た
が
、
お
世
辞

た

っ
ぷ
り

の
田
舎

の
ヴ

ァ
イ
オ
リ

ン
弾
き

の
た
め
に
は

い
そ

い
そ
と
修
繕

し
て
や
り
、
彼
か
ら
は
決
し

て
び

た

一
文
受
け
取

ら
な
か

っ
た
。
最
後

に
、
何
と
驚
く
で
は
な

い
か
!
 
彼
は
貧
窮
に
陥

っ
て
い
る
と

い
う

の
に
、
買
手

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
 
こ

が
商
品

の
水
準

に
な

い
と

い
う

風
変
わ
り
な
口
実

で
有
利
な
取
引
を
反
故

に
す
る
な
ど
と

い
う

こ
と
も
あ

っ
た
の
だ
。

 
彼
が
自
慢
し
よ
う

と
思
わ
な

い
も

の
に
こ
そ
、
ま
さ
に
彼

の
真

の
美
質

が
あ

っ
た
。
以
下
に
お
話
す
る
椿
事

は
、

目
撃
者

で
あ
る
息
子
を
除
け

ば
、
絶
対

に
誰
に
も
知
ら

れ
て
い
な

い
こ
と
だ

っ
た
。
あ

る
昼
下
が
り
、
そ
の
お

や
じ
は
店

の
中
を

ぶ

ら
ぶ
ら
し
て
い
た
。

と
、
そ

こ
に
突
如

、

一
人

の
若

い
外
国
人
が
入

っ
て
き
た
。
埃
を
か
ぶ

っ
た
衣
服
か
ら
、
彼

が
馬
車

か

ら
降
り
て
き
た
こ
と

が
推
察
さ
れ
た
。
眼
は
険

し
く
、
表
情

は
動
顛
し
て

い
た
。
彼
は
両
手

に
ヴ

ァ
イ
オ
リ

ン
の
ケ
ー
ス
を

か
か
え

て
い
た
。
ふ
く
ら
み

の
部
分
が
壊
れ
た

ケ
ー

ス
の
底

に
は
、
お
よ
そ
目
も
当

て
ら
れ
な

い
状
態

の
楽
器
が
横
た
わ

っ

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

キ  ュ 
 

て
い
た
。
も
は
や
ブ

リ

ッ
ジ

に
支
え

ら
れ
て

い
な

い
弦

の
下
で
は
、
緒
留

め
と
指
板

の
間
で
、
魂
柱

の

一
方

の
先
端

が
姿
を

現
わ
し
て
い
た
。
そ
れ

は
内
か
ら
外
ま
で
胴
を
貫
き

通
し
て
嘆

か
わ
し

い
ぎ
ざ
ぎ
ざ

の
傷

口
を
作

っ
て
い
た
。
こ
の
有
様
は
、

ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
の
形

状
が
ほ
れ
ぼ
れ
す
る
心
地

よ
さ

で
、
そ

の
色

が
ま
ば
ゆ

い
ば
か
り

の
輝
き
を
放

っ
て
い
た

の
で
、
そ
れ
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だ
け
に

い
っ
そ
う
心
を
痛
ま
せ
た
。
そ
れ
は
疑

い
も
な
く
高
価
な
楽
器
だ

っ
た
。
(、
)
楽
器
製
造

人
が
念
入
り

に
傷
を
観
察

し

て

い
る
間
、
外
国
人

は
涙

に
む
せ
ぶ
声
で
事
故

の
顛
末
を
語

っ
た
。
彼

は
安
全

の
た
め
、
ケ
ー

ス
の
上

に
重

い
物
が
乗
ら
な

い
よ
う
、
ヴ

ァ
イ
オ

リ

ン
を
荷
物
の

一
番
上

に
置
か
せ
た

の
だ

っ
た
。

不
運

に
も
馬
車
に
は
荷
物
が
積
ま
れ
過
ぎ

て
い
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

ギ
ャ
ロソプ

馬
車
が
飛
脚
事
務
所

の
ア
ー
チ

の
下

へ
速

歩

で
駆
け
込

ん
だ
と
き
、
丸
天
井

の
く
さ
び
石
が
激
し
く
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
に
喰

い

込

み
、
文
字
通
り

そ
れ
を
押
し
潰
し

て
し
ま

っ
た

の
だ
。
青

年
は

つ
け
加
え

て

い
っ
た
。
自
分
は
ス

ペ
イ

ン
人
で
、
幸

運
を

追

い
求

め
て
パ
リ
に
行
く
と
こ
ろ
で
あ
る
、
自
分

の
楽
器
に
期
待
す

る
以
外

に
他

の
財
源
は
何
も
な

い
の
だ
、
自
分

が
予
想

す

る
よ
う

に
、
も
し
哀
れ
な
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
が
蒙

っ
た
災
難

が
取
り
返
し
が

つ
か
な
け
れ
ば
自
分
は
も
う
万
事
休
す
だ
と
。

 

フ

ェ
レ
は
じ

っ
と

破
損

の
大
き
さ
を
見
積
も

っ
て
い
た
。
彼

は
顔

を
上
げ

て
青
緑
色

の
眼
で
青
年
芸
術
家
を
注
視

し
、
元

気
を
出

し
な
さ

い
、
傷
は
手
当

て
が
で
き
な

い
わ
け
で
は
な

い
、
そ
れ
を
証
明
す
る
に
は
四
、
五
日
で
十
分
だ
、
と

い

っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
う
ち

 

ス
ペ
イ

ン
人
は
、
疑
念
と
焦

燥
の
裡

に
、
続
く
数
日
間
を

数
世
紀

の
永
さ
に
も
感
じ
た
。
彼
は
約
束

の
時
刻
よ
り
随
分
前

に
、
息
を
切
ら

し
て
狂
人

の
よ
う
に
楽
器
製
造
人

の
家

に
飛
び
込

ん
だ

。
「
と
こ
ろ
で
?
」
と
消
え

入
り
そ
う

な
声

で
彼
は

尋

ね
た
。

フ

ェ
レ
は
箱
を
開
け
、
無
傷

の
楽
器
を
見
せ

て
そ
れ
に
答
え

た
。
青
年
は
そ
れ
を
し

っ
か
り
と
掴

ん
だ
。
暫

く
は

唖
然
と
し

て
物
も

い
え
な
か

っ
た
。
「
僕
を
か

ら
か

っ
て
る

の
で
す

か
!
」
彼
は
突
然
叫

ん
だ
。
「
そ
う

お
思

い
に
な
り
ま
す

か
。
」
楽
器
製
造
人
は
皮
肉

っ
ぼ
く
尋

い
た
。

「
い
や
、

い
や
、

こ
れ
は
僕

の
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
じ

ゃ
な

い
!
」
ま
す
ま
す
当
惑

し

て
外

国
人

は
繰
り
返
し
た
。

 
実
際

、
ア
ン
ト
ワ

ー
ヌ
は

一
種

の
奇
跡
を
や

っ
て
の
け
た

の
だ

っ
た
。
彼
は
傷
口
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
に
留

め
ず
、
さ
ら
に
、

数
多
く

の
破
片
、
そ

の
多
く
は
針
と
同
じ
ほ
ど
に
細
か

っ
た

の
だ
が
、
そ
の
破
片
を
集
め
て
、
そ
れ
ら
を

一
つ

一
つ
細
心

の

注
意
を
払

っ
て
し
か

る
べ
き
場
所
に
貼
り
合
せ
た
の
だ

っ
た
。
そ
し
て
、
技
巧

に
劣
ら
ず
根
気
を
要
す

る
こ
の
モ
ザ
イ
ク
作

品

は
か
く
も
完
璧
に
成
功
し
た

の
で
、
そ
れ
を
知

っ
て
い
る
人

の
眼
で
さ
え
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
胴

の
破
損
個
所
を
見
分
け
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る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

 
外

国
人

の
喜
び

は
限
り
な
か

っ
た
。
「
せ

い
ぜ
い
器
用
な
職
人
し
か
見

つ
か
る
ま

い
と
思

っ
て

い
た
と

こ
ろ
が
、
」
と
彼
は

感
激

し
て

い
っ
た
、

「
偉
大
な

芸
術

家
に
出
会

い
ま
し
た
。
」
彼
は
財
布
か

ら
五
ル
イ
金
貨
を
取
り
出

し
た
。
「
こ
ん
な

に
僅

か
し

か
差
し
上
げ
ら

れ
な
く

て
、
私
が
恥
ず

か
し
く
思

っ
て
い
る
こ
と
を
お
信
じ
下
さ

い
。
」
彼

は

つ
け
加
え
た
。
「
私

の
讚

嘆
の
気
持
は
申

し
上

げ

る
ま

で
も
な
く
、
心
か
ら
千

フ
ラ

ン
も
差
し
上
げ
た

い
ほ
ど
で
す
。
あ
な
た
は
私

の
命
を
救

っ
て
下

さ

っ
た

の
で
す
。
」
1

「
あ
な
た

の
お
金
は
取

っ
て
お
お
き
な
さ

い
、」
楽
器
製
造
人
は
す
ぐ
静
か
に
答
え
た
。
「
旅
を
す
る

の
に
そ
の
お
金

は
必

要

で
す
。
」

ス
ペ
イ

ン
人
は
大
き
な
眼
を
見
開
き
、

こ
の
拒
絶

の
意

味
を
探

っ
て

い
る
よ
う
だ

っ
た
。

「
も
し
私
を
ど
う

し
て
も
喜
ば

せ
よ
う
と

お
思

い
な
ら
、
」
と

フ

ェ
レ
は
即
座

に
答
え
た
、

「
一
週
間
こ
こ
に
滞
在
な
さ

っ
て

下
さ

い
。
拙
宅

に
泊

ま

っ
て
食
事
を
御

一
緒

な
さ

っ
て
下
さ

い
。
私

の
息
子

に
少
し
助
言
を
し
て
頂
く
だ
け
で
結
構
な

の
で

す
が

…

」
こ
の
言
葉
は
最
も
秘
め
ら
れ
た
心

の
奥
底
ま

で
彼
を
よ
く
説
明
し
て

い
る
。

 

し

か

し

、

こ

の

風

変

わ

り

な

男

の

一
人

息

子

は

な

ん

と

父

親

に

似

て

い

な

か

っ
た

こ

と

か

。

彼

を

一
本

の

頑

健

な

木

の

、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
イ
メ
 
ジ

病

気

に

か

か

っ
た

枝

に

例

え

る

な

ら

、

不

幸

に
も

こ

の

比

喩

は

も

っ
と

も

す

ぎ

る

ほ

ど

根

拠

が

あ

っ
た

。

熱

で

狂

っ
た

頭

脳

の
み

が

錯

覚

を

抱

く

こ

と

が

で

き

た

。

子

供

と

い

う

も

の

は

、

い

つ
か

彼

が

つ

け

る

花

や

果

実

の

芽

を

も

っ
て

生

ま

れ

て
く

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ク
ラ
ス

る

。

稀

な

例

外

を

除

け

ば

、

子

供

は

、

後

に

人

間

の

い

か

な

る

階

級

に

属

す

る

こ

と

に

な

る

か

を

最

初

か

ら

予

告

し

て

い

る

。

意

志

力

や

気

力

や

情

熱

は

獲

得

さ

れ

る

も

の

で

は

な

い
。

そ

れ

ら

は

、

火

山

の

地

下

深

く

の

火

の

よ

う

に

少

年

の

胸

に

隠

さ

れ

て

い

て

、

絶

え

ず

煙

や

閃

光

に

よ

っ
て

そ

れ

と

知

れ

る

も

の

で

あ

る

。

よ

く

観

察

す

る

と

、

少

年

フ

ェ
レ

は

い

わ

ば

死

火

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひ
よ
わ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
レ
 
ジ
ユ

山

で

し

か

な

か

っ
た

。

彼

は

あ

ま

り

に

も

虚

弱

で

無

頓

着

で

無

気

力

な

の

で

、

三

、

四

年

ほ

ど

沈

滞

し

て

過

ご

し

た

中

学

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ   ヘ   ヘ   ヘ   ヘ   ヘ   へ

時

代

に

は

早

く

も

仲

間

達

皆

で

腑

抜

け

の

フ

ェ

レ

と

い
う

彼

の

特

性

を

よ

く

い

い
当

て

た

芳

し

か

ら

ぬ

渾

名

を

付

け

た

。

こ

の

無

気

力

は

嘆

か

わ

し

か

っ
た

。

人

々

は

彼

に

つ

い

て

最

も

悲

し

む

べ

き

予

言

し

か

で

き

な

か

っ
た

。

と

こ

ろ

が

父

親

は

そ
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こ
に
ま
さ
し
く
自
慢

の
種
し
か
見

な
か

っ
た
。
生
来

の
専
制
的
な
性
癖

に
忠
実
な
彼
は
息
子

に
対
し
て
、
彫
刻
家

が
、
ど

ん

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マケ
ノト

な
形

に
も
ど
ん
な
押

跡

に
も
変
え

ら
れ

る
用
意

の
で
き
た

蝋
の
雛
型
に
対
す
る
よ
う
に
、
振
舞

っ
た
。
彼

は
息
子
を
捏
ね

回

し
て
、
自
分

に
似
せ

て
造
形
し
、
自
分

の
思
想
と
偏
見
、

つ
ま
り
、
自
分

の
気
質
と
情
熱
と
は

い
わ
な
く
と
も
、
自
分

の
野

心
的
な
願
望
を
彼
に
吹
き
込
ん
だ

の
だ
。
よ
く
吸
収
す

る
柔
ら
か

い
ス
ポ

ン
ジ

の
よ
う
な
性
格

の
子
供
は
、
実
在
人
物

に
関

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
ふした
ら

す
る
ば

か
げ
た
風
説

に
育
ま
れ
、
乱
脈
と
隣
り
合

せ
の
無
私
無
欲

の
光

景
に
絶
え
ず
驚
き

、
人
生

に
関
す
る
こ
の
上
な
く
歪

め
ら
れ
た
観
念
と
、
芸
術

に
関
す
る
最
も
誤

っ
た
見
解
と
、
芸
術
家
に
対
す
る
無
分
別
な
熱
狂
と

に
滲
透

さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る

事
柄
が
、

い
う
な
れ
ば
、
ま
る

で
土
中

の
は
ま
む
ぎ
の
よ
う

に
、
彼

の
中
に
根
を
張

っ
て
繁
茂
し
た
。
彼
は
ま
た
、
脅
や
か

し

に
屈
し
、
叩
か
れ

る
の
が
怖
さ

に
作

り
物

の
敏

捷
さ
を
備
え

る
ま
で
に
な

っ
た
が
、
父
親

は
そ
れ
を
活
気
だ
と
思

っ
て
い

た
。
 
音
階

の
七

つ
の
音

符
を

や

っ
と
片
言
で

い
え
る
よ
う

に
な

る
や
彼
は
急

い
で
両
手

に
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
を
も
た
さ
れ
た
。
生

ま
れ

つ
き
痩

せ
て
す

ら
り
と
し
た
特
質

、
長

い
腕
、
し
な
や
か

で
敏
捷
な
ほ

っ
そ
り
と
し
た
指

が
こ
の
楽
器

の
演
奏

に
幸

い

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

ひ
よ
わ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 の
ろ

す

る
と
し
て
も
、

一
方
で
彼

に
は
、
虚

弱
で
怠
惰
な
頭
脳
、
物
分
り

の
遅
さ
が
あ
り
、
そ
れ
故
彼

は
不
断

の
深

い
勉
強

に
は

不
向
き
だ

っ
た
。
そ

れ
ば
か
り
か
、
彼

は
十
年
間
と

い
う
も

の

ソ
ル
フ

ェ
ー
ジ

ュ
の
老
教
師
に
騙
さ
れ

る
と

い
う
取
り
返
し

の
つ
か
な

い
不
幸

に
遭

っ
た
。
無
知
と
因
習
に
身
を
捧
げ

て
い
た
そ

の
老
教
師

は
ま
さ
し
く
彼

に
何
も
教
え
な
か

っ
た
。
だ

か
ら
彼
は
と
に
も
か

く

に
も
指
と
弓
と
を
動
か
し
て
す
で
に
困
難
な
協
奏
曲
を
演
奏
し

て
い
る

の
に
、
相
変
わ
ら
ず

ご
く
ご

く
や
さ
し

い
ソ
ナ
タ

の
パ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
正
し
く
拍
子
を
と

っ
て
初
見
演
奏
が
で
き
な

い
で
い
た
。
知

識
の
無

い
父
親

は
平

気
だ

っ
た
。
こ
う

し
た
成
長
の
中
に
何
ら
異
常
な
も

の
を
看

て
取
る
ど

こ
ろ
か
、
腕
組

み
を
し

て
、
不
安
気
も
な
く
、
そ
れ

を
見
物
し

て
い
た
。
熱

に
浮
か
さ
れ
て
生
き

て
い
る
こ
の
お
人
好
し
は
自
分
が
考
え

て

い
る

の
だ
と
思

っ
て

い
た
。
な
ぜ
な

ら
彼

は
絶
え
ず
夢
を

見

て
い
た
の
だ
か
ら
。
彼
は
自
分

の
息
子
を
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
楽
員
と

い
う
身
分
に
甘

ん
じ
る
必
要
を
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な

く

す

た

め

の

解

決

策

以

外

、

他

の

こ

と

に

関

し

て

は

雑

然

と

し

た

考

え

し

か

も

っ

て

い

な

か

っ
た

。

例

え

ば

、

演

奏

家

と

作

曲

家

と

を

同

列

に

並

べ

、

天

才

演

奏

家

と

演

奏

の

名

手

と

を

混

同

し

、

要

す

る

に

、

明

確

で

な

い

漠

然

と

し

た

野

望

を

抱

い

て

、

自

分

の
息

子

が

モ

ー

ツ

ァ

ル

ト

の

よ

う

な

人

物

に

な

る

た

め

に

は

、

望

み

さ

え

す

れ

ば

よ

い

、

破

産

さ

え

す

れ

ば

い

い
と

信

じ

込

ん

で

い

た

の

だ

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひ
よ
わ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ワ
 
ル

 

い

つ

の

間

に

か

、

こ

の

虚

弱

な

青

年

が

パ

リ

に

赴

き

音

楽

院

の

寄

宿

生

と

な

る

日

が

や

っ

て

来

た

。
(
三

ま

ず

最

初

、

満

場

一
致

の
歓

迎

の

的

と

な

っ
た

彼

は

、

驚

く

べ

き

自

在

な

演

奏

力

で

教

授

達

を

讃

嘆

さ

せ

る

と

同

時

に

、

そ

の

忌

ま

わ

し

い
教

育

に

よ

っ

て
彼

ら

を

ひ

ど

く

悲

し

ま

せ

、

皆

か

ら

基

礎

ク

ラ

ス

に

せ

っ
せ

と

通

う

よ

う

に

助

言

を

受

け

た

。

実

際

、

彼

は

従

順

に

そ

こ

へ
そ

っ
と

忍

び

込

ん

だ

。

だ

が

、

高

い
背

丈

と

ミ

ス
と

を

か

ら

か

う

子

供

達

と

こ

っ
ち

ゃ

に

さ

れ

る

恥

辱

か

ら

、

彼

は

ほ

と

ん

ど

す

ぐ

さ

ま

そ

こ

か

ら

逃

げ

出

し

た

。

指

の

巧

み

さ

が

勝

ち

を

制

し

た

。

楽

器

に

関

す

る

進

歩

は

や

は

り

速

い
と

い

う

他

な

か

っ
た

。

⊥
ハ
年

ほ

ど

の

た

ゆ

ま

ぬ

練

習

の

末

、

コ

ン

ク

ー

ル

に

参

加

す

る

こ

と

を

許

さ

れ

た

彼

は

一
挙

に

二

位

を

獲

得

し

た

。

翌

年

の

テ

ス

ト

は

彼

に

と

っ

て
真

の

勝

利

だ

っ
た

。

し

か

し

な

が

ら

、

音

楽

家

と

し

て

の
知

っ

て

の

と

お

り

の

無

能

力

に
も

か

か

わ

ら

ず

、

こ

の

と

き

与

え

ら

れ

た

一
等

賞

は

彼

に

か

ろ

う

じ

て

束

の

間

の

陶

酔

を

も

た

ら

し

た

か

ど

う

か

だ

っ
た

。

そ

れ

を

理

解

す

る

に

は

父

親

の

手

紙

の
次

の

条

り

が

ど

う

し

て

も

必

要

で

あ

る

。

「
お

前

の
賞

は

記

憶

に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プ
レ
リ
ユ
 
ド

留

め
る
だ
け
に
し
よ

う

…

全
く
別

の
人
間

の
野
望
な
ら
満
足
さ

せ
る
よ
う
な
も

の
も

、
わ
し

の
息
子
に
は
前

奏

曲

、

幸

せ
な
予
兆

の
始
ま

り

で
し
か
あ

っ
て
は
な
ら
な

い
。
」
環
境
が
変

わ
り
遠

く
離
れ

て
暮
ら
し

て

い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず

、

彼

は
も

っ
ぱ
ら
父
親

の
夢
想

の
影
響

力
で
の
み
生
き
続

け
て

い
た
。
そ
れ
ば

か
り
か
、
最
初

の
刻
印

は
、
木

の
幹

に
刻
ま
れ

た
文
字

の
よ
う

に
、

彼

が
成
長
す

る
に

つ
れ
そ
れ
に
比
例
し

て
魂

の
中
で
拡
大
さ
れ
強
固
に
な

っ
て

い
っ
た
。
年
齢
は
量

に

関
し
て
し
か
彼
を
変

え
な
か

っ
た
。
彼

は
結
局

の
と
こ
ろ
相
変
わ
ら
ず
同
じ
人
間

で
あ

っ
た
。
自
身

に
固
有

の
も

の
は
何

一

つ
も

た
ず
、
誰
彼
な

く
人
が
押
し
付

け
る
そ
の
場

の
思

い
つ
き
、
逆
説
、
と
り
と
め

の
な

い
話
を
そ

の
ま
ま
保
存
す

る
正
真
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ロボ
ノト

正
銘
の
機
械

で
あ
り

、
生
得
観
念
を

も

つ
競
争
相
手
を

い
つ
も
も

っ
と
も
だ
と
認
め
る
た
め
に
の
み
存
在
す
る
か
の
よ
う
だ

っ
た
。
そ
ん
な
わ
け

で
次

の
こ
と
が
完
全

に
結
論
で
き

た
。
徐

々
に
で
は
あ
る
が

つ
い
に
は
彼
を
虜

に
し

て
し
ま
う
夢
、
哀

れ
な
魂

が
懸
命

に
救

済
し
よ
う

と
し
て

い
る
自
尊
心
、
相
変
わ
ら
ず
彼
を
ま
す
ま

す
病
身

に
す
る
熱
、
そ
し
て

つ
い
に
は
彼

の
心
に
侵
入
す
る
確

信
、
自
分

の
裡

に
は
強
烈
な
個
性
的
素
質
が
あ

る
の
だ
と

い
う
あ

の
確
信
、
こ
れ
ら
は

つ
ま
る
と

こ
ろ
、

年
老

い
た
楽
器
製
造

人

の
夢
、
自
尊

心
、
病
気
、
確
信
に
他
な
ら
な

い
の
だ
と

い
う

こ
と
が
完
全

に
結
論
で
き

た
。
だ
か
ら

父
親

が
単
な
る
学
校

の
成
功
と

し
か

み
な
す

つ
も
り
は
な

い
と
主
張
す

る
成
功
に
ど
う
し

て
彼
が
感
動
し
た
だ

ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

イ
ンスビ
レ
 シ
ョン

 
そ
れ
に
、
彼
が
自

分
自
身

の
霊
 

感

に
従

っ
た

に
せ
よ
、
局
外
者

の

一
時
的
感
情
に
従

っ
た
に
せ
よ
、
そ
ん
な

こ
と
は

大
し
た
こ
と
で
は
な

い
。
後

に
、
何

よ
り
驚
く

の
は
、
生
ま

れ

つ
き

で
あ
れ
借
り
も

の
で
あ
れ
、
固
定
観
念
と

い
う
も

の
は
、

虚
弱
な
人
間
に
さ
え

、
情
熱
と

粘
り
強
さ
と
活
力

と
激

し
さ
の
火
力
を
掻
き

立
て
る
こ
と

が
で
き

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

こ

の
意
味

で
フ

ェ
レ

は
模
範
的
な
人

物
と
な
る
の
だ
。
頭
の
中

で
は
ま

だ
漠
然
と
し
た
輪
郭
し
か
描

い
て
は

い
な

い
も

の
の
、

何
者
か
に
成

ろ
う
と

い
う
た
だ

そ
の

一
念
の
み
が
、
虚
弱
さ
、
無
頓
着
さ

に
絶
え

ず
打
ち
勝
ち
、

一
日
も
欠
か
さ
ず

、
朝
か

ら
晩

ま
で
想
像
を
絶

す
る
苦
役

に
服
す
る
力
を
彼
に
与
え

て

い
た
。
そ
れ
が
何
で
あ
れ
、

一
つ
の
芸
術

に
お

い
て
、
優
越
性

は
果
敢
な
粘
り
強
さ

と
引
替
え

に
し
か
得

ら
れ
な

い
。
並

の
ヴ

ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
達

よ
り
少
し
ば

か
り
上
手
に
ヴ

ァ
イ
オ

リ

ン
を
演
奏

し
た

い
と

熱
望
す
る
人
問
が
身
を
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
労
苦

の
大
き

さ
を
知

っ
て
人
々
は
唖
然
と
す

る
。
非

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
ろ

の
打
ち
ど
こ
ろ
の
な

い
正
確
さ
を
追

求
し
、
人
間

の
声

の
音
量
、
丸

や
か
さ
、
柔
ら
か
さ
、
力
強

さ
を
も

つ
よ
う
な
響
き
を

熱
望
し
、
演
奏

で
、

そ
れ
が
天
性
の
才
能

で
あ
り
、
も

は
や
永

い
骨

の
折
れ
る
練

習
の
結
果
で
は
な

い
と
信
じ
さ
せ

る
ば
か

り

の
あ

の
技
巧

の
段

階
を
羨
望

す
る
や
す
ぐ
さ
ま
生
が
彼

の
渇
望

に
背
く
。
完
璧

と
は
、
騙
さ
れ
る
人

々
や
そ
の
犠
牲
者
達

を
も
は
や
何
物
と
も

思
わ
な

い
セ
イ

レ
ン

〔ギ
神

・
舟
人
を
美
声
で
魅
惑
し
て
難
破
さ
せ
た
海
の
精
〕
で
あ

る
。
人
は
情
熱
的
、
熱

狂
的
に
彼
女

の
方

へ
舟
を
漕

い
で
ゆ
く
、
彼
女

に
近
づ
く
、
そ
し

て
彼
女
を
捉
え

ん
と
ひ
そ
か
に
期
待
す
る
ま
さ
に
そ
の
瞬
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か
な
た

問
、
彼
女
は
水
中

に
没
し
て
彼
方

の
水
平
線

に
再
び
姿

を
現
わ
す
の
で
あ
る
。
特
に
器
楽
奏
者

に
対
す

る
場
合

に
は
彼
女

の

要
求
は
そ
れ
と

い
っ
た
明
確
な
限
度
が
な

い
。
彼
女

が
課
す
る
練
習
の
永
さ
は
際
限
な
く
、
こ

の
練

習
の
単
調
さ
は
最
も

頑

健
な
精
神
で
さ
え
狂

わ
せ
て
し
ま
う
だ
ろ
う

。

つ
ま

り
、
幾
分

で
も
知
性
を
備
え

た
人
間
が
、
楽
器
の
練
習
と
呼
ば
れ
る

こ

の
挽
臼
を
挽
く

こ
と

に
ど

ん
な
風

に
甘
ん
じ
る
か
を

理
解
す
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
容
易

で
は
な

い
。
骨
が
折
れ
う
ん
ざ
り
す

る
上
、

シ
ジ

ュ
フ
ォ

ス
の
罰

〔ギ
神

・
地
獄
で
、
山
頂
に
上
げ
て
も
す
ぐ
転
り
落
ち
る
岩
を
永
遠
に
転
し
上
げ
る
刑
罰
を
科
さ
れ
た
〕
に
も

比
較
さ
れ
る
こ
の
労
苦

に
、
楽
器
製
造
人

の
息

子
は
身
も
心
も
捧
げ

て
い
た
。
こ
う
し

て
彼

は
、
お
よ
そ
十

五
年
間
孤
独

の

中
に
閉
じ
籠
り
、
あ

ら
ゆ
る
楽
し
み
を
絶
ち

、

一
つ
の
目
標
、
実
は
不
幸
な
目
標
を
追

い
求

め
て
、
他

の
職
業

で
あ
れ
ば

ど

ん
な
職
業
で
も
十
人

分
の
地
位
を
保
証
す
る

の
に
要
す

る
よ
う
な
忍
耐
力
、
不
屈
さ
、
巧
み
さ
、
勇
気
を
消
耗
す
る

こ
と
に

な

っ
た

の
で
あ
る
。
疑
念
も

、
失
望
も
、
苦
痛
も
、
嫌
悪
も
、
彼
を
動

じ
さ
せ
た

り
後
退
り
さ
せ

る
ど

こ
ろ
か
、
永

い
間
、

熱
意
を
倍
化
し
、
彼

の
疾
駆
を
さ
ら
に
速
め
る
よ
う

な
刺
激
剤
と
し
か
な
ら
な

い
で
あ

ろ
う

。

 
乱
費
と
無
秩
序
と

が
父
親
を
次
第

に
不
如
意

に
導

い
て

い
っ
た
。
以
来
老
人
が
息
子
を
援

助
す
る
に
は
自
分

の
生
活
を
犠

牲
に
す
る
他

は
な
か

っ
た
。
自
分
は
ま
す
ま
す
厳

し
く
な

っ
て
い
く
節
約
に
努

め
て
も
、
ま
る
で
不
十
分
な

下
宿
代
を
送
る

こ
と
し
か
叶

わ
な
か

っ
た
。
哀
れ
な
奴
さ
ん
は
屋
根
裏

部
屋

に
住
み
、
十
分
な
食
事
を
取
ら
な

い
ば

か
り
か
、

い
つ
も
乞

食

の
よ
う
な
身
な
り
を

し
て

い
た
。
せ
め
て
彼

が

こ
の
貧

困
を
我
慢
し
な
け
れ
ば
よ
か

っ
た
の
に
!
 
だ

が
彼
は
そ
れ
を
あ
ま

り
に
も
苦
に
思
わ
な

過
ぎ
た
。
彼
は
そ
れ

に
慣
れ
親

し
み
、

つ
い
に
は
そ
こ

に
楽
し
み
を
見
出
し
さ
え

し
た

に
違

い
な
か

っ

た
。
生
ま
れ

つ
き

で
は
あ
る
も

の
の
、
教
育

に
よ

っ
て
成
長
し
た
こ
の
無
頓
着
は
、
治
癒
し
難

い
慢
性
病

の
ス
ケ
ー

ル
に
な

り

つ
つ
あ

っ
た
。
人

々
は
す

で
に
彼

の
中

に
、
自

分
自
身

の
面
倒
を
見
ら
れ
ず
、

一
生
子
供

の
よ
う

に
監
督
さ
れ
る
必
要

の

あ
る
、
ぼ
ん
や
り
し

た
、
何
か

に
心
を
奪

わ
れ
て

い
る
あ
あ
し
た
人

々
の

一
人
を
認
め
る
の
だ

っ
た
。
そ
れ

で
は
ま
だ
足
り

な
か

っ
た
。
父
親
は

そ
の
病
を
過
度

に
治
そ
う
と
決
意
し
て

い
る
よ
う
だ

っ
た
。
彼

は
ひ
ど

い
投
げ
や
り
を
頑

に
押
し
通
し

、
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眼
は
未
来

の
幻
影

を

凝
視
し

て
、
倦
怠

の
徴
候
が
認
め
ら
れ
る
と
信

じ
た
息

子

に
返
事
を
書

い
た
も

の
だ

っ
た
。

「多

分
、

わ
し

の
疑

い
深

い
傾

向
が

こ
ん
な
折
り
に
わ
し
を
惑
わ
し
て

い
る
の
だ
。
お
前
が
失
意
を
味
わ

っ
て

い
る
な
ど
と
は
到
底
想

像

で
き
な

い
。

わ
し
が
何
度
も
繰
り
返
し

い

っ
た

こ
と
を
絶
え
ず
思

い
お

こ
す
が
よ

い
。
生
活

の
資
を
得
よ
う
と
急

い
で
は

な
ら
な

い
、
芸

術
を

商
売

に
す

る
こ
と
に
同
意

し
て
は
な
ら
な

い
。
勉
強
を
す
る
人
間

の
未
来
に
雲

は
な

い
。
才
能
を
身

に

つ
け
る

こ
と
、
そ
れ
は
確
か
な
富
を
蓄
え

る
こ
と
な

の
だ
。
お
前

が
も
う
苦
し
む
こ
と
に
疲
れ

て
し
ま

っ
た
な
ど
と
ん
で
も

な

い
!
 
も

し
そ
れ

な
ら
お
前
は
も
う
わ
し
の
息
子
で
は
な

い
!
 
生
活

の
う

ち
、
お
前

に
は
ば
ら

の
花
を
譲
り
、
わ

し
に

 
と
げ

は
刺
を
取

っ
て
お
く

。
わ
し
を
打
ち
ひ
し
ぐ
貧
窮

の
ほ
ん
の

一
部

し
か
お
前
に
は
味

わ
わ
せ

て
い
な

い
。
お
母
さ
ん
は
病
気

で
、
商
売
は
う

ま
く

い
か
ず
、
借
金
は
日
ご
と

に
嵩
ん

で
ゆ
く
、
家
は
至
る
と
こ
ろ
で
き

し
む
音
を
立

て
て
崩
れ
か
け

て

い

る
。
だ
か
ら
ど
う
だ

と

い
う
ん
だ
。
わ
し
は
、
乞
食

に
な

っ
て
も

一
歩
た
り
と
も
退
く
ま

い
。
お
前

が
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ

の
下

手
な
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き

に
な
る

の
を
許
す
く
ら

い
な
ら
、
そ
の
前

に
わ
し

の
身
体

は
う
じ
虫

の
餌
食
と
な

ろ
う
。

こ
の
こ

と
を
よ
く
記
憶

に
刻

み
込

ん
で
、
お
前

の
身
体
を
貫
き
通
す
ほ
ど
深
く
頭

に
叩
き
込
む

の
だ
。
と

い
う

の
も
、
わ
し
は
数

限

り
な

い
侮
辱

の
恨

み
を
晴
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら

い
の
だ
。
お
前

は
名
を
成
し
な
さ

い
、
さ
も
な
け
れ
ば
わ
し
は
恥
と
絶

望
の

中

で
死

ぬ
こ
と
だ

ろ
う
。
」
父
親

の

一
言
だ

け
で

フ
ェ
レ
は
深

い
淵

に
も
す
ぐ

に
飛
び
込
ん
だ
だ
ろ
う

。
だ

か
ら

こ
の
種

の

手
紙
を
数
通
読

ん
で
彼

の
胸
は
張
り
裂
け
そ
う
だ

っ
た
。
と

い
う

の
も
実
際
、
彼
が
す

で
に
受
け
容

れ
て
い
た
能
力
を

超
え

た
務
め
は
、
天
職

の
よ
う

に
彼
を
虜
に
し
て
い
た
の
だ
。

 
宿
命

の
存
在
を
信

じ
さ
せ
る
あ

の
様

々
な
偶
然

の
ひ
と

つ
に
よ

っ
て
、

一
人

の
若

い
女
性
が
彼

の
隣

の
屋
根
裏
部

屋
に
や

っ
て
来

て
住
ん
で

い
た
。
親
戚
も
な
く
、

い
か
な

る
種
類
の
人
間
関
係
も
な
く
、

い
つ
も
孤
り
き
り

の
彼
女
は
、
昼
間

の
す

べ
て
と
夜

の

一
部
を

働

い
て
や

っ
と
生
計
を
立

て
て
い
た
。
彼
女

の
顔
を
冷
静
に
分
析
す

る
と
、
彼
女

は
ち

っ
と
も
美

し
く

は
な
か

っ
た
が
、
顔

を
照
ら
し
出
す
無
邪
気

さ
と
優
し
さ
と
清
ら
か
さ
は
、
ま
る
で
美

し
い
の
と
同

じ
く
ら

い
、
見
た
目
に
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快

く
感
じ
さ
せ
て

い
た
。
体
格

の
良

い
中
背

で
、
健
康
に
恵
ま
れ
、
額
、
眼
、
唇
、
足
取
り
、
物
腰

の
中

に
は
、
何
物
も

疲

れ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
忍
耐
力
と
思

い
や
り

に
満
ち
た
、
あ

の
母
親
の
優
し

い
情
愛

の
深

い
穏

や
か

さ
を
漂
わ
せ
て

い

た
。
献
身
的
に
努

め

、
他
者

の
中

で
苦
し
み
た

い
と

い
う

欲
求

が
否
応
な
く
彼
女
を
弱
者

の
方

へ
と
引
き
摺

っ
て
い
く
と
同

時

に
、
ま
た
彼
女
か

ら
は
抗

い
難

い
魅
力
的
な
美
徳

の
真

の
流
体
が
発
散
し

て
い
た
。(6
)
い
く

つ
か
年

下
の
フ

ェ
レ
と
彼
女

と

の
間
に
は
取
り
決

め
も
な
け

れ
ば
宣
誓
も
な
か

っ
た
。
か
ろ
う

じ
て

い
く

つ
か

の
言
葉
を
交
わ
し
た
か
ど
う
か
だ

っ
た
。

彼

ら
自
身

に
と

っ
て

さ
え
全
く

の
謎
だ

っ
た
が
、
性
質

の
同

一
性

に
基
づ

い
た
彼
ら

の
関
係
は
、
同
じ

一
つ
の
斜
面
の
水
滴

同
志

の
関
係
同
様

に

、
単
純

に
形
成
さ
れ
た
。
天
使

の
よ
う
な
無
邪
気
さ
の
中

で
彼
ら
を
満
足
さ
せ
る
に
は
親
密
な
友
愛
だ

け

で
十
分
だ

っ
た
。

精
神
が
狂

っ
て
現
実
離

れ
を
し
た

フ

ェ
レ
が
練
習
に
熱
中
す
る

一
方
、
彼
の
伴
侶
は
第
六
感
が
知
性

の

不

足
を
補

い
、
1

そ
れ

に
彼
女
は
愛
す
る

こ
と
と
行
動

す
る
こ
と
し
か
知
ら
な
か

っ
た
、 

 

子
供

に
対
す

る
よ
う
に
彼

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

かぐ
わ

に
気
を
配
り
、

い
わ
ば
秩
序
と
得
も
言
わ

れ
ぬ
平
穏
と
香

し

い
雰
囲
気
と
で
包
み
、
彼
は
そ

の
中
で
天
国

に
い
る
か
の
よ
う

に
呼
吸
し
て
い
た
。

こ
の
健
康

に
よ

い
温
和

な
生
活
療
法

は
幾
週
、
幾
月
に
も
わ
た

っ
て
矢

の
よ
う

に
飛
び
行
く
日
々
の
跡

を

刻
み

つ
つ
あ

っ
た
。

フ

ェ
レ
は
自
分
の
幸

せ
を
自
覚
し

て
い
な
か

っ
た
。
こ
の
平
和
な
家
庭
生
活

は
彼

の
真

の
天
職
だ

っ

た

の
で
あ

る
。
そ
れ

は
彼

に
と

っ
て
次
第

に
強

い
魅
力
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、
心

の
底

に
ま

で
忍
び
込

ん
で
そ

こ
に
根
を
張

る
、
眼
に
見
え
な

い
絆

で
少
し
ず

つ
彼
に
絡
み
付

い
て
い

っ
た
。
突
然
彼

は
身
震

い
し
、
夢

か
ら
覚
め
た
か
の
よ
う
だ

っ
た
。

数

日
に
わ
た
る
熱
に
と
り

つ
か
れ
た
よ
う

な
熟
考

の
後
、
悔
恨

が
心
に
侵
入
し
、
あ
ら
ゆ
る
休
息
を
奪

っ
た
。
文
字
通
り
燃

え

る
炭
火

の
上
に
身

を
横
た
え

て
い
る
父
と
、
労
苦
と
窮
乏
に
疲

れ
き

っ
た
母
の
こ
と
を
考
え
る
と

、
彼

は
自
分
が
愛
さ

れ

る
喜
び
を
罪
と
同
じ

く
ら

い
に
咎
め
、
良

心

の
咎
め

に
打
ち
勝

つ
こ
と
が
で
き
ず
、
良
心

に
背
く
快

い
関
係
を
断

つ
決
心
を

し
た

の
だ
。
こ

の
闘

い
が
ど
れ

ほ
ど
苦
し
か

っ
た
か
は

い
い
表
わ
せ
な

い
。
問
題
は
、
彼

の
心
の
中

で
う
ち
震
え
る
す

べ
て

の
感
じ
や
す

い
琴
線

を

一
筋

一
筋
断
ち
切

っ
て
再
び
孤
独

の
中
に
陥
る

こ
と
だ

っ
た
。
だ
が
、
う

っ
と
り
と
さ
せ
永
久

に
消
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え

る
こ
と
の
な

い
思

い
出
の
た
め

に
、
以
後
彼
は
こ
の
孤
独
を
お
ぞ
ま
し
く

思
う

こ
と

に
な

ろ
う
。
彼
は
と
も
か
く
そ
の
犠

牲
を
遂
行
し
た
。
伴

侶

に
は

一
言
も

い
わ
ず
相
談
も
せ
ず

に
、
1

し
か
し
彼
女

は
す

べ

て
を
察

し
、
何
も
知
ら
な

い
振
り

を
し
て
い
た
、
1

彼
は
他

の
屋
根
裏

部
屋
を
借
り

て
こ

っ
そ
り

と
引
越
し
、
胸

は
悲

し
み
に
塞

が
り
、
眼
に
は
涙
を

一
杯

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

いと 
  
  ひ
と

た
め
、
喉
は
鳴
咽

に
詰
ま
り
な
が
ら
、
愛

し

い
女
、
真

に
彼

の
骨

の
髄
、
血
管
の
血
、
彼

の
眼

の
光
、
彼

の
魂

の
心
髄

の
も

と
を
突
然
去

っ
た
の
だ

っ
た
。

 

人
々
は
、
様

々
な

決
ま
り
文
句

で
、
う

ん
ざ
り
す
る
ほ
ど

こ
う
喩
え

て
き

た
。
人
生
と
は
少
し
ば
か
り
蜜
の
混
入
し
た

一

杯

の
苦
汁
で
あ
る
と

。
こ

の
比
喩

は
多
く

の
人

の
生
涯

に
は
適
わ
し
く
と
も

フ
ェ
レ
の
生
活

に
は
ま
さ
し
く
不
適
切
な
表
現

だ

っ
た
ろ
う
。
彼

の
唇
は
、
飲
物

が
ま
す
ま
す
苦
く
な
る

の
を
知

る
た
め
に

の
み
杯

に
濡
れ
る

の
だ
、
と

い
っ
て
も
よ
か

っ

た
。
こ
ん
な
わ
け
で

、
遂
行

し
た
ば

か
り

の
犠
牲

か
ら
生
ま
れ
た
陰
鬱

な
悲

し
み
と
彼
が
ま
だ
闘

っ
て

い
る
折
り
も
折
り
、

耐
え
が
た

い
酷

い
便

り
に
よ

っ
て
彼
は
ひ
ど
く
心
を
痛
め
た
。
あ
ま
り

に
も
自
ら

の
シ

ョ
ッ
ク
に
気
を
と
ら
れ
、
他
人

の
感

受

性
な
ど
気

に
か
け

て
い
な
か

っ
た
父
親

は
手

心
も
加
え
ず

に
彼

に
次

の
よ
う

な
絶
望

の
叫
び

を
差

し
向

け
て
き

た
。

「息

子
よ
、
お
前

の
お
母

さ
ん
は
危
篤
だ
1
(7
)
彼
女
は
、
錯
乱

の
中

で
お
前

に
会

っ
て
接
吻
す

る
最
後

の
慰

め
を
求
め

て
い
る
。

痛
ま
し
い
こ
と
だ
。

わ
し
と
と
も

に
酷

い
運
命
を
呪
う
が
よ

い
、
し
か
し
お
前
が
瀕
死

の
人
間

の
こ
の
願

い
に
応
え

る
こ
と

は
許
さ
れ
な

い
。
旅

は
お
ま
え
を
勉
強
か
ら
引
き
離
す
ば
か
り
か
、
わ
し
が
送

っ
て
や

っ
て
い
る
僅
か
ば
か
り

の
生
活
費
の

一
部
を
奪
う

こ
と

に
な
る
。
だ
か
ら
気
持
が
挫
け
な

い
よ
う
十
分
気
を

つ
け
な
さ

い
。
お
前

の
お
母
さ
ん
は
誰

に
も
共
通
の

定

め
に
耐
え

て
い
る

の
だ
。
手
紙

に
気
持
を
書
く
だ
け

に
し
な
さ

い
。
お
母
さ
ん
の
臨
終

の
酷

い
苦
し
み
を
和
ら
げ

る
だ
ろ

う

。
そ
し
て
我
が
愛

す
る
息

子
よ
、

さ
し
当
た

っ
て
、
苦
し
み
を
前

に
し

て
動
じ
な

い
よ
う

に
し
な
さ

い
。
揺

る
が

ぬ
意
志

を
も
ち
な
さ

い
。
何
物
も
お
前
を
阻
止
し
な

い
こ
と
を
祈
る
、
勉
強
し
な
さ

い
」
8
)
わ
し

の
敵
ど
も

は
喜

ん
で

い
る
。
そ

の

数
は
絶
え
ず
増
え

て

い
る
。
お
前

に
抱

い
て
い
る
希
望

に
支
え
ら
れ
て

い
な
け
れ
ば

、
わ

し
は

こ
れ
以
上
戦

い
続

け
る
こ
と
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が

で
き
な

い
だ

ろ
う

。
」

こ
の
不
幸

は
前

か
ら
分
か

っ
て

い
た
。
だ
が

フ
ェ
レ
は

こ
れ
を
聞

い
て
危
う
く
気
が
狂

い
そ
う
だ

っ
た
。
彼
は
父
に
、

い
わ
ば
物
質
的

に
し
か
従
属
し

て
い
な
か

っ
た
。
逆

に
母
は
彼

の
愛

の
す

べ
て
を
所
有

し
て

い
た
。

母

の
し

て
く

れ
る
世
話

、
変
わ
ら
ぬ
優
し
さ
、
気
高

い
献

身
を
思

い
出
す
と
必
ず
感
動
し
た
。

こ
の
母
は
、
彼
自
身

だ

っ
た
。

彼
女
が

い
な

い
人
生

は
も
は
や

い
か
な
る
魅
力
も
な
か

っ
た
。
彼

は
眼
が
溶
け
る
ば
か
り

に
涙
を
流
し
た
。
悲

し
み
の
激

し

さ
は
心
を
締
め

つ
け

て
砕

い
た
。

「
お
母

さ
ん
、
」
と
錯
乱

し
た
彼

は
叫

ん
だ
、
「
も
う
お
母
さ
ん
に
会
え
な

い
!
 
も
う

お

母
さ
ん
に
会
え
な

い
、
お
母
さ
ん
の
長

い
苦
難
を
僕
が
ど
ん
な
に
辛
く
思

っ
た
か
、
ど

ん
な
に
お
母
さ
ん
を
愛
し
た

こ
と
か
、

今
も
ど
ん
な
に
愛

し

て
る
こ
と
か
、
お
母
さ
ん
は
永
久

に
知

る
こ
と
が
な

い
の
だ

!
 
だ
け
ど
、
僕
は
お
母
さ
ん
の
た
め
に

だ

け
勉

強

し

て

い
た

の
だ

。
僕

の
唯

一
の
願

い
は
少

な
く

と
も

数

日

の
喜

び

を
お

母
さ

ん

に
上
げ

る

こ
と
だ

っ
た

の

に

…

あ
あ

、
お
母
さ
ん
、
僕

の
夢
と

い
っ
し

ょ
に
お
母
さ
ん
は
勇
気
も
も

っ
て
行

っ
て
し
ま
う
!
」

こ
の
傷

は
永
久

に

癒
さ
れ
な
か

っ
た
。

無
気
力

に
す
る
悲

し
み
が
魂

に
浸
透
し
、
知
ら
ぬ
間

に
無
気
力
と
無
秩
序

と
を
増
長
さ
せ
た
。
何
物
も

挫
く
こ
と

の
で
き
な

い
影
響
力
、
父
親

の
影
響
力

の
み
が
こ
の
衰
弱

に
歯
止
め
を

か
け
る

こ
と

が
で
き
た
。
老

人
を
思

い
出

し

て
彼
は
間
も

な
く

我
に
返
り
、
不
屈

の
気
概
を
奪

い
立
た
せ
た
。
彼

の
活
力
は
嵐

に
変
わ

っ
た
。
も
は
や

一
日
が
十
分
な

レ
し
 
 
き

時
間
を
も

つ
と
は
思

わ
れ
な
か

っ
た
。
数
冊

の
楽
譜
を

手

に
夜

の

一
部
を
さ
ら
に
猛
烈

に
勉
強
し
た
。
熱

に
浮
か
さ
れ
た
、

い
わ
ば
凶
暴
と
も

い
え
る
激
し
さ

で
練
習
す

る
彼
は
、
夜
、
森
を

よ
ぎ

っ
て
さ
ま

よ

い
、
恐
ろ
し

い
幻
影

の
虜
と
な

っ
て
歩

み
を
急
ぐ
男
を

思
わ

せ
た
。
と
き

に
歩
み
を
止
め

る
と
し

て
も

そ
れ
は
祈
り
、
泣
く
た
め

で
あ

っ
た
。
自

ら

の
ぐ
ら

つ
く
カ

 
 
 
 
 

レ  
き

と
過
ぎ
去
る
時

間
と

を
感

じ
て
、

い
い
表
わ
し
難

い
激

し

い
不
安

に
襲
わ
れ
た
彼
は
完
全

に
我
を
忘
れ
て
叫
ん
だ
、
「
お
お
、

せ
め
て
彼
女

の
名
誉

と
慰

め
の
た
め
に
僕
が
十
分

に
生
き
ら
れ
ま
す
よ
う

に
!
」

 
喪

に
よ

っ
て
暗
く

沈
ん
だ

こ
う
し
た
日
々
の
只
中
で
、
貧
窮
が
容
赦
な

い
苛
烈

さ
で
老
人
を

圧
迫

し

つ
つ
あ

っ
た
。
人

々

は
同
類

の
親
和

力
を

知

っ
て

い
る
。
災
難
は
災
難
を
呼

ぶ
。
そ
れ
は
ち

ょ
う
ど
他

の
分
野

の
事
象

で
磁
力
を
帯

び
た
矢

が
火
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花
を
引
き
付
け

る
の
と

同
じ
で
あ
る
。(2

結
局
彼
は
妻
の
死
が
投
げ

込
ん
だ
昏
迷
か
ら
回
復
し
な
か

っ
た
。
彼
は
商
売

の
不

振
か
ら
債
権
者
達

の
寛

大
さ
に
甘
ん
じ
ざ

る
を
え
な

か

っ
た
。
息
子

に
こ
の
最
後

の
破
局
を
告
げ

て
い
る
手
紙

は
、
彼

が
運

命
と
呼

ん
で

い
る
も

の
に
対
す

る
呪

い
に
満
ち
て

い
た
。
至
る
と

こ
ろ
に
敵
ば

か
り
を
見
る
不
幸
な
性
格
に

つ
い
て
は

い
う

に
及
ば
ず
、
彼
は
、
諸

原
因

が
諸
結

果
を
生
む
こ
と
を
望
ま
な

い
あ
あ

し
た
人
々
の
う
ち

に
数
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か

 
 

 

っ
た
。(、
)
我

々
は
意

識

的
あ

る

い
は
無
意
識
的

に

一
連
の
過

ち
を
犯

し
、
そ

こ
か
ら
我

々
を
打
ち

ひ
し
ぐ
悲
惨
事
が
生
じ
、

そ

の
後

の
日
々
を
天
や
運
命
を
呪

っ
て
過
ご
す
よ
う
な

こ
と

が
ま
ま
あ

る
も

の
で
あ
る
。
結
局
、
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
運
命

と
宿
命
と

は
、
我

々

の
自
尊
心
を

い
た
わ

る
た
め
で
あ
れ
、
虚
栄
心
を
傷

つ
け
な

い
た
め

で
あ
れ
、
根
拠
も
な
く
創
り
出
さ

れ
た
言
葉

に
過
ぎ
な

い
の
だ
と
思

い
た
く
な
る
。
だ
が
、
父
親

の
フ

ェ
レ
は
、
想
像
さ
れ
得
る
あ
ら
ゆ
る
人
生

の
浮
沈
も
彼

の
美
徳
を
揺
る
が
せ
る

に
到
ら
な
か

っ
た
と

い
う
点

で
と

に
か
く
ほ
ろ
り
と
は
さ
せ
た
。

「結
局

の
と

こ
ろ
、
」
と
彼
は
叫

ん

で
い
た
、
「
わ
し

の
破

産
(ど
は
不
名
誉
を
も
た
ら
す
も

の
で
は
な

い
。
奈
落

の
底

の
わ
し

に
は
純
粋
な
良
心
が
生
き
残

っ
て

い
る
。

そ
し
て
敵
ど
も

が
何
と

い
お
う
と
何
を
な
そ
う
と
、
人
々
が
わ
し
の
値
打
ち
を
認
め
、
非

の
打
ち
ど

こ
ろ
の
な

い
誠

実
な
男
だ
と
声
を
揃
え

て
言
明
す
る

の
を
妨
げ

る
こ
と
は
で
き
な

い
。
だ
か
ら
、
お
前
は
恥
ず
か
し
が
る
こ
と
は
な

い
。
わ

し

の
凋
落

は
お
前
を
打

ち

の
め
す
ど

こ
ろ
か
、
活
力
を
奮

い
立
た
せ
る

に
違

い
な

い
。
わ
し
が
お
前

だ

っ
た
ら
、
そ
れ

に
よ

 
 

 
 
 

つね

っ
て
帯
電

し
、(，
)
才

能
を
曲豆
か

に
す

る
だ

ろ
う
!
 
わ
し

の
不
幸
が
踏

み
台
と
な

っ
て
お
前

に
役
立

つ
こ
と
を
祈
る
。
そ
れ

以
上
は
何
も
望
む
ま

い
。
命
な
ど
ど
う
と
も
な
れ
!
 
名
だ
、
名
を

成
し
な
さ

い
!
 

い
つ
の
日
か
、

い
つ
の
と
き
か
、
敵

の
喜
び
が
苦
し
み
と
変

わ
る

の
を
見
ん
こ
と
を
!
 

そ
う
し
た
ら
あ

ら
ゆ
る
苦
痛
は
か
き
消
え

、
わ

し
は
陶
酔

の
う
ち

に
死

ぬ
だ

ろ
う
。
だ
が
、

い
や
は
や
!
 
急
ぎ
な
さ
い
!
 

一
秒
た
り
と
無
駄
に
し

て
は
な
ら
な

い
!
 
仕
事
と
不
安
が
わ
し

の

身
体
を
擦
り
減
ら
し
て
し
ま

っ
た
、
精

力
は
わ
し
を
見
捨

て
、
わ
し

の
老

い
に
は
も
は
や

一
縷

の
望

み
し
か
な

い
、
そ
し

て

そ

の

一
縷

の
望
み
は
お
前

の
手
中
に
あ

る
の
だ
。
」
 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

(続
く
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頻

出

す

る
文

献

G
ぎ

ミ

§

§

吻
o
ミ

Q
ミ

議

ミ

、
o
ミ
ミ

き

譜

鳶

ミ
ミ

亀

魯

℃
碧

尹

O
o
三
⊆
覧
。。
刈
N
＼
O
o
器

<
P

。。
δ
爵
一口
o
力
o
鳴
「言
声

一
〇
刈
O
に

 

は

略

記

号

仍
ミ
.を

、

訳
〉
ζ
団
く
♪

之
。
昌

S

6
0
ミ

Q
ミ

ミ
魯

§

ミ

℃
9

ミ

、毳

b。
ミ

ぴ
ミ

貸

丶
。。
こ

-丶
。。
q
◎

℃
巴

。。・
ζ

ぎ

四
『9

一〇
。。
ひ
に

は

 

映
6
馳
を

用

い

る

。

12345

 
「
空

騒

ぎ

」
、

二

幕

三

場

、

ベ

ネ

デ

ィ

ッ

ク

の

セ

リ

フ

。

菊
。
自
o
言
7
。
【
閑
団
⊂
目
N
団
勾

(
一
刈
ひ
ひ
ー
一
〇Q
ω
一
)
。

フ

ラ

ン

ス

の

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ニ

ス

ト

で

作

曲

家

。

パ

リ

王

室

礼

拝

堂

付

楽

長

。

「
四

十

の

エ
テ

ユ
ー

ド

、

又

の

名

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

ソ

ロ

の
た

め

の

カ

プ

リ

ツ

ィ

オ

」

(
一
八

〇

七

)

は

有

名

。

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン
は

「
ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

ソ

ナ

タ

作

品

四

七

、

一
名

ク

ロ

イ

ツ

ァ

ー

ソ

ナ

タ

」

を

彼

に

献

じ

た

。

バ

ル
バ

ラ

の
父
は

オ

ル

レ
ア

ン
で
弦

楽

器
製

造

業
を

営

ん

で

い
た
。
友

人

の

シ

ャ
ン

フ
ル

リ
は
、
ざ

.(
『
若

き

日

の
回

想
と

肖

像

』
)

の
中

で

、
頭

で
作

り

出
し

た
作

品

の
中

に

現
実

の
人

物

像
を

断

定
す

る

こ
と

ほ

ど
難

し

い
こ
と
は

な

い
と

し
な

が
ら

も

、

こ

の
作

品

の

い
く

つ
か

の

パ
ラ
グ

ラ

フ

(作

品

翻

訳
本

文
十

二
頁
十

八
行

目
i

十

三
頁

十

三
行

目
、

二

一
頁

二
行

目
-

十

三
行

目

、

二

三

頁
十

六

行
目
-

二

四
頁

五
行
目

)
を

引

用

し

「
こ
の
老

音
楽

家

の
肖

像

は
著

者

の
父
親

と

い
く
ら

か
関

連

す

る
も

の
を

提
供

し

な

い
だ

ろ

う
か

」

と

い

っ
て

い
る
。

名

器

に
対

す

る
強

い
関
心

と

言

及

に

つ

い
て

は

『
感

動

的

な
物

語
集

』

鳶
ミ

ミ
、
靄

駄
ミ
o
ミ
亀
ミ
S

(
一
。。
い
ひ
)

の
中

の
短

篇

「
音
楽

の
レ

ッ

ス
ン
」

((⊂
器

門
8

8

皀
O
∋
話
β
⊆
。
vvの
中

に
も

見
ら

れ

る
。

バ
ル
バ

ラ
は
恐

ら

く

一
八

二
九

年

十

二
歳

で

パ

リ

の
ル
イ

・
ル

・
グ

ラ
ン
中

学

校

に
転
校

し

た
。

父
親

は

兄

の
ピ

エ
ー

ル

を

ド
イ

ツ
に
や

っ
て
ピ

ア

ノ
を

勉

強

さ

せ

た
よ

う

に
、

彼
を

も

ま

た

ヴ

ァ
イ

オ

リ

ン

の
勉

強

に

パ
リ

に

出

し
た

の

で
は

な

い
だ

ろ
う

か
。
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コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ワ
 
ル

 

一
八

三

六

年

に

パ

リ

高

等

音

楽

院

に

一
時

そ

の

足

跡

を

見

出

す

こ
と

が

で

き

る

(
訣
∩
鈎

ワ
O
)
。

6

精

神

的

な

も

の

の
流

体

説

は

古

来

存

在

し

た

が

、

作

品

の

こ

の

少

し

後

に

現

わ

れ

る

磁

気

に

関

わ

る

言

辞

(
註

9

、

註

12

)

な

ど

 

を

考

え

る

と

、

バ

ル

バ

ラ

は

「
美

徳

の

真

の

流

体

」

と

い

い

な

が

ら

、

す

べ

て

の

生

物

は

「
磁

気

流

体

」

の

力

に

影

響

さ

れ

る

と

 

い
う

、

ア

ン

ト

ン

・
メ

ス

マ

i

(
一
七

三

四

-

一
八

一
五

)

の
動

物

磁

気

説

の

流

体

が

念

頭

に

あ

っ
た

可

能

性

も

あ

る

。

頭

を

か

 

す

め

た

、

と

い

っ
た

方

が

妥

当

か

も

知

れ

な

い

。

親

友

の

ボ

ー

ド

レ

ー

ル

は

E

・
A

・
ボ

ー

の

「
催

眠

術

の

啓

示

」

を

訳

し

て

い

 

る

。

一
方

、

バ

ル

バ

ラ

が

好

ん

で

読

ん

で

い
た

作

家

に

は

、

ボ

ー

は

勿

論

、

メ

ス

メ

リ

ス

ム

に

強

い
関

心

を

も

っ

て

い

た

E

・

 

T

・
A

・
ホ

フ

マ

ン

や

バ

ル

ザ

ッ

ク

な

ど

が

あ

る

。

7

母

は

オ

ル

レ

ア

ン

で

一
八

四

三

年

八

月

二

十

日

、

五

十

二

歳

で

死

亡

。

映
6
b。
曽
℃
」
轟
を

参

照

。

立

会

人

は

兄

の

=
o
コ
ユ

℃
一。
霙
。

 

ロロ
碧
σ
碧
9・
他

。

門
。
巳
。。
占

冨

「一8

の
名

は

無

い
。

8

シ

ャ

ン

フ

ル

リ

は

父

親

の

手

紙

の

冒

頭

か

ら

こ

こ

ま

で

を

。。
で
い

℃
b
O
ひ
で

引

用

し

、

こ

の

父

親

の

中

に

は

ブ

ル

ー

タ

ス

が

い

る

、

 

そ

し

て

バ

ル

バ

ラ

が

こ

の

様

な

手

紙

を

書

い
た

こ

と

は

彼

が

非

常

に
強

固

な

性

格

で

あ

る

こ

と

の

証

拠

だ

と

い

っ
て

い

る

。

9

註

6

参

照

。

10

こ

こ

に

は

バ

ル

バ

ラ

の

現

代

的

な

科

学

的

論

理

思

考

が

窺

え

る

。

H
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註

6

参

照
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